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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第29期
第１四半期
連結累計期間

第30期
第１四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 6,584,441 7,096,952 32,753,655

経常利益又は経常損失(△) (千円) △225,513 △117,617 841,442

四半期純損失(△)
又は当期純利益

(千円) △137,183 △77,658 352,035

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △137,383 △82,428 345,368

純資産額 (千円) 8,717,418 8,959,381 9,198,869

総資産額 (千円) 17,079,975 17,766,335 18,228,534

１株当たり四半期純損失金額
(△)又は当期純利益金額

(円) △1,746.89 △988.89 4,482.81

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.3 48.9 48.9

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）における我が国経済は、

復興需要等を背景とした緩やかな回復が見られたものの、デフレの長期化や欧州経済の不確実性により、

景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。情報サービス業界は、リーマンショック以降のマイ

ナス基調からは脱しつつあるものの、大幅な改善には至らないまま推移いたしました。

こうした中、当社グループは、2011年度～2014年度の中期経営計画の２年目として、SI(*1)顧客基盤の

強化・拡大と、自社開発商品の展開を中心としたプロダクト・ソリューション事業の更なる成長を目指

して、競争力強化のための取り組みを前期に引き続き推進いたしました。鉄鋼事業に関しては、鉄鋼品種

ごとの全社横断的な活動を立ち上げるなど、さらなる生産性向上や人材の有効活用に向けた施策に取り

組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の営業成績に関しては、ＪＦＥスチール株式会社及びグループ会社向けの

売上増に加え、ERP(*2)ビジネスや製造業顧客向けのSI事業などの売上高が前年同期に比べ増加し、連結

売上高は前年同四半期比7.8%増の7,097百万円となりました。利益面では、営業損失は前年同四半期比99

百万円減の120百万円、経常損失は前年同四半期比108百万円減の118百万円、四半期純損失は前年同四半

期比60百万円減の78百万円となりました。

なお、当社グループにおきましては、顧客への納期が９月及び３月に集中する傾向があるため、当四半

期の業績は第２及び第４四半期を下回るという特性があります。

(*1)SI：System Integration（システムインテグレーション）。情報システムの企画から構築，運用までを一括し

て提供するサービス。

(*2)ERP：Enterprise Resource Planning（イーアールピー）。経理、生産管理、販売管理、人事管理などの基幹業務

を個別に行うのではなく、コンピュータ・システムを使って相互に連携させ、全体最適化を実現すること。

ERPの実現に必要な機能をあらかじめ備えたソフトウエア群をERPパッケージと呼ぶ。

　
(2) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

① 資金需要

当社グループの資金需要のうち主なものは、当社グループにおけるシステム開発に係る人件費、外注

費及びシステム製品等の購入に係る費用、並びに販売費及び一般管理費としての人件費及び諸経費で

あります。

EDINET提出書類

ＪＦＥシステムズ株式会社(E05173)

四半期報告書

 4/19



　

② 財政政策

当社グループの資金需要は、システム開発工程において発生する人件費、外注費、システム製品等の

購入に係る費用及びその他経費からなる運転所要が中心であります。従って、発生する費用の回収は売

上代金の入金をもって、その多くが完了することになることから、必要とされる資金の基本的な性格は

短期運転資金であります。

当社グループでは、この短期運転資金の調達を、自己資金と短期借入金によって賄っておりますが、

当第１四半期連結累計期間の所要資金は自己資金によって賄っております。

また、当社はジェイ エフ イー ホールディングス株式会社が提供するキャッシュマネジメントシス

テム（CMS）を利用し短期資金の預け入れと借り入れを行っており、当第１四半期連結累計期間におい

てCMSを利用した当社の同社への資金の預け入れ累計額は2,290百万円、借り入れ累計額は2,740百万円

となっております。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は21百万円であり、中長期的な競争力強化に向けた新

ソリューションの創出やビジネスモデルの転換などの成長戦略テーマ、ベースとなるソフトウエア開発

技術テーマ等に取り組みました。

　
(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社グループの従業員数に著しい増加又は減少はあり

ません。

　
(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績について著しい変動はありません。

　
(7) 主要な設備

① 主要な設備の状況

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい異動はありません。

　
② 設備の新設、除却等の計画

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設計画のうち、当第１四半期連結累計期

間に著しい変更が生じたもの及び完了したものはありません。

また、当第１四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却

等の計画はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 338,050

計 338,050

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 78,530 78,530
東京証券取引所
市場第二部

　完全議決権株式であり、株主
としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式でありま
す。なお、単元株制度の採用は
ありません。

計 78,530 78,530 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 78,530 ― 1,390,957 ― 1,959,236
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成24年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　78,530 78,530 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 78,530 ― ―

総株主の議決権 ― 78,530 ―

(注)「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が４株（議決権４個）含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２ 【役員の状況】

（取締役及び監査役の状況）

該当事項はありません。

　
（執行役員の状況）

該当事項はありません。　
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１

日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 368,503 404,735

受取手形及び売掛金 6,496,384 5,216,355

商品 102,030 109,103

仕掛品 719,530 1,670,243

貯蔵品 55,233 77,333

預け金 2,380,000 1,930,000

その他 977,120 1,088,319

貸倒引当金 △3,908 △3,341

流動資産合計 11,094,893 10,492,747

固定資産

有形固定資産 2,353,340 2,330,074

無形固定資産

のれん 470,145 440,761

ソフトウエア 1,743,706 1,843,043

その他 293,742 349,083

無形固定資産合計 2,507,592 2,632,886

投資その他の資産

その他 2,302,014 2,327,620

貸倒引当金 △29,306 △16,991

投資その他の資産合計 2,272,708 2,310,628

固定資産合計 7,133,641 7,273,588

資産合計 18,228,534 17,766,335

負債の部

流動負債

買掛金 1,546,986 1,404,549

未払法人税等 611,887 16,098

受注損失引当金 64,165 78,740

前受金 1,058,160 1,863,041

その他 3,195,734 2,893,205

流動負債合計 6,476,933 6,255,633

固定負債

退職給付引当金 1,881,610 1,911,384

役員退職慰労引当金 43,972 －

その他 627,150 639,937

固定負債合計 2,552,732 2,551,321

負債合計 9,029,665 8,806,954
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,390,957 1,390,957

資本剰余金 1,959,236 1,959,236

利益剰余金 5,552,962 5,318,244

株主資本合計 8,903,155 8,668,437

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 112 117

土地再評価差額金 13,589 13,589

為替換算調整勘定 △1,021 △74

その他の包括利益累計額合計 12,681 13,632

少数株主持分 283,034 277,312

純資産合計 9,198,869 8,959,381

負債純資産合計 18,228,534 17,766,335
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 6,584,441 7,096,952

売上原価 5,575,193 5,948,943

売上総利益 1,009,248 1,148,009

販売費及び一般管理費 1,227,772 1,267,675

営業損失（△） △218,524 △119,666

営業外収益

受取利息 86 623

受取配当金 2,806 3,641

受取手数料 1,820 1,838

その他 239 1,242

営業外収益合計 4,951 7,344

営業外費用

支払利息 4,446 3,158

その他 7,494 2,138

営業外費用合計 11,940 5,295

経常損失（△） △225,513 △117,617

税金等調整前四半期純損失（△） △225,513 △117,617

法人税、住民税及び事業税 △85,475 △29,350

法人税等調整額 △2,564 △4,886

法人税等合計 △88,039 △34,236

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △137,474 △83,381

少数株主損失（△） △291 △5,723

四半期純損失（△） △137,183 △77,658
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △137,474 △83,381

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 7

為替換算調整勘定 150 946

その他の包括利益合計 91 953

四半期包括利益 △137,383 △82,428

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △137,073 △76,707

少数株主に係る四半期包括利益 △310 △5,721
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純

損失はそれぞれ214千円減少しております。

　

　

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．税金費用の計算

　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

　

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

当社グループは事業の性格上、顧客への納期が９月及び３月に集中する傾向があるため、第１四半期連

結会計期間の業績は第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間を下回るという特性がありま

す。　

　

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。　

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 367,135千円 360,462千円

のれんの償却額 29,384千円 29,384千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 109,942 1,400平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 157,060 2,000平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社の報告セグメントは情報サービス単一のため、記載を省略しております。

　　　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

当社の報告セグメントは情報サービス単一のため、記載を省略しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）　

平成23年４月１日に、当社は株式会社エクサのＪＦＥスチール株式会社及びそのグループ会社等向

けアプリケーション開発・保守事業を会社分割（吸収分割）により事業承継しております。これに伴

いのれんが587,681千円発生しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社の報告セグメントは情報サービス単一のため、記載を省略しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

当社の報告セグメントは情報サービス単一のため、記載を省略しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 △1,746円89銭 △988円89銭

   (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(千円) △137,183 △77,658

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △137,183 △77,658

    普通株式の期中平均株式数(株) 78,530 78,530

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月14日

ＪＦＥシステムズ株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    谷    上    和    範    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    市    之    瀬    申    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    村    裕    輔    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＪＦ
Ｅシステムズ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＪＦＥシステムズ株式会社及び連結子会社の
平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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